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用語の解説
・RoHS指令：電気・電子機器一般で有害物質（鉛など６種類）の使用を禁止するEU指令。 なお全世界

で本指令をベースとした有害物質管理の法令が整備されつつある。

・Ｊ－Ｍｏｓｓ ：モニター等の機器に含まれるRoHS指令と同一有害物質の含有情報提供を規定した資源
有効利用促進法の定めの通称で、JIS C 0960を引用する形で運用される。

・REACH規則 ：化学物質（製品に含まれるものも含む）をEU域内にて製造、EU域内へ輸出する場合の
管理等について定めたEU規則。管理物質数が数千種類になり、企業にとって負担が大きい。
2011年６月から完全施行。

・ＴＣＯ ：スウェーデンの環境保護団体などが提唱し欧州で広く採用されている環境、エルゴノミクス、
省エネルギー、低周波電磁界、安全性など多岐にわたり対応していることを示す認証制度。

・ＥＰＥＡＴ ：モニター等を対象とし、有害物質管理、資源循環、省ｴﾈﾙｷﾞｰ等の基準対応を求める米国グ
リーン調達基準。対応状況が良好な順にゴールド、シルバー、ブロンズの区分がある。

・国際ｴﾈﾙｷﾞｰｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：モニター等を対象とした米国環境保護庁および経済産業省が制定・認定す
る省エネルギー対応が基準をクリアしていることを保障するための規格。当社製製品ではモ
ニターが対象。

・ＰＣｸﾞﾘｰﾝﾗﾍﾞﾙ：有限責任中間法人パソコン3R推進センターが制定・認定する環境ラベル。モニター等
の製品で３Ｒに配慮した設計をしているか等、企業姿勢が審査される。

・ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ：NECが定めた環境ラベル。NEC独自の環境配慮基準・ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ規準を満足し、先進性、透
明性が確保されている製品に付与される。 ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ製品の内、 特に先進性のあるものは
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ製品として、ｴｺｼﾝﾎﾞﾙｽﾀｰ製品として認定される。

・ケナフ：パルプ原料にもなるＣＯ２吸収効率等に優れたアオイ科フヨウ属の１年草。

目 次
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2010年6月18日
NECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

代表取締役執行役員社長 伊藤 行雄

当社は、環境問題を経営の重点課題として位置づけ、
環境配慮型製品・ソリューションの提供を通じ、
持続可能な社会づくりに貢献します。

環境理念

（１）環境マネジメントシステムを有効に活用し、環境に配慮した事業活動を
推進します。

（２）環境に配慮した製品・ソリューションの提供を行います。

（３）環境に関する情報の公開に積極的に取り組みます。

（４）環境に関する法規制・条例などの順守はもとより、環境上の要求事項に
も積極的に取り組みます。

（５）適切な教育訓練を行い、本方針を順守する人材を育成します。

行動指針

2010年4月現在

（全組織）

製
品
活
動

環境管理体制

社長

環境担当役員

環境管理総括責任者

事務局部門：環境推進部

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
製
品

モ
ニ
タ
ー
製
品

事
業
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当社では、右図に示すような環
境管理体制を構築しています。

当社の環境活動は、製品に関わ
る活動（製品活動）が中心になり、
開発関連部門を中心として、当社
の持てる技術力を最大限に生かし、
製品使用時のCO2排出量削減（地球
温暖化抑制）、製品が消費する資
源の有効利用促進、有害物質削減
等の対応を図っています。

また、製品活動以外の事業活動
に関しても力を注いでおり、全社
にて開発設計／評価／事務作業等
で発生するCO2排出量の削減、資源
有効利用の促進、有害物質削減等
の対応を図っています。

環境方針/環境管理体制
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ご挨拶

「持続可能な社会を目指して」「持続可能な社会を目指して」
環境に配慮した製品をお客様へ提供し続けます

当社は、NECグループの中で映像ソリューション事業を担い、製品の大部分を海外へ輸出
するグローバル企業です。

当社の主力製品はプロジェクター、モニターなどのハードウェアであることから、これまでも
環境に配慮した製品を提供してまいりましたが、世界的に環境問題への意識が高まる中、
今後も一層の努力をしていまいります。

「NECグループビジョン2017」として発表済みの

「人と地球に優しい情報社会をイノベーションで実現するグローバルリーディングカンパニー」
の実現を環境面から具現化すべく策定された「NEC環境経営行動計画2017/2030」では、次
の４項目を掲げています。

・「低炭素：社会全体のCO2削減にITソリューションで貢献」

・「低炭素：製品のエネルギー効率改善」

・「生態系：生物多様性保全に向けた活動の強化」

・「資源循環、省資源の推進」

当社はこれまで以上に製品の環境配慮に注力するのは無論のこと、NECグループの一員
として、その他の事業活動全般にわたっても本計画に貢献するよう活動していく所存です。

「環境アニュアルレポート2010」では関連する活動／成果等をご紹介し、当社の目指す方
向性を明らかにしております。 本レポートに関しまして忌憚のないご意見／ご要望を賜れ
ば幸いです。

環境経営担当役員
ＮＥＣﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社

取締役 執行役員 笠原 隆
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会社概要

ＮＥＣﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 略称：ＮＥＣＤＳ
事業内容 ：映像表示装置および映像表示ソリューションの開発、製造、販売
設立 ：2000年1月18日
従業員数 ：５８８名 （2010年３月現在）
売上高 ：９３３億円（2009年度 世界連結）

ＮＥＣ湘南テクニカルセンター（略称：ＳＴＣ）：主拠点
所在地 ：神奈川県足柄上郡大井町西大井６８６－１
設立 ： １９９４年８月
敷地面積 ：６０，２１１㎡ （緑化率 ：４０．１％）
延床面積 ：４２，６００㎡ （建築面積：９，６７６㎡）
建屋構成 ：工場棟 －本棟－ （地上５階）

動力棟 －用力供給棟－ （地上２階）
リサイクル棟 （地上１階）
危険物屋内貯蔵所 （地上１階）

MS芝浦地区 ：本社
東京都港区芝浦四丁目13番23号 MS芝浦ビル１０階

※主拠点であるＳＴＣではＮＥＣファシリティーズ株式会社（設理管理及び敷地保全等を
実施）をはじめとする数社の協力の下、環境管理活動を実施。

NECDSの
事業方針
です
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環境ＩＳＯ登録証/環境ＩＳＯの変遷

１９９７年 NEC湘南ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰとしてＩＳＯ14001の第三者認証取得

２００７年 旧NECﾋﾞｭｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱と旧NECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾘｭ-ｼｮﾝｽﾞ㈱が経営統合し、同年11月にNECﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱としてＩＳＯ14001認証更新

２００９年 定期更新 （有効期限：2012年10月31日）

環境ＩＳＯの変遷

２００２００９９年年１１１１月月
更新最新登録証の写し更新最新登録証の写し

2009年度ＩＳＯ審査風景

トップインタビュー 現場確認
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製品概要

＜プロジェクター＞

携帯小型・軽量製品から、短焦点、ビジネス用、監視用、映画館向けの大画面デジタル

シネマなどを、明るさや機能別、用途別にとりそろえています。

大画面対応ＤＬＰシネマ™多機能携帯小型 短焦点

＜モニター＞

ビジネス用途のＩＴモニターからプロ使用の高精細モニター、公共施設や監視の装置としての大型モニター、

医用モニター、電子看板用のモニターなど、さまざまなサイズ、機能別、用途別にとりそろえています。

医用 デジタルサイネージ（電子看板）プロ仕様高精細

プロジェクター、モニターとも魅力ある商品をフルラインナップで取り揃え、効果的な映像空間のご
提案や、システム構築など、お客様に満足いただける映像ソリューションのご提供を行っています。

製品の一部をご紹介しますが、詳しくは当社Webページをご覧ください。

日本国内向サイト http://www.nec-display.com/jp/
グローバルサイト http://www.nec-display.com/global/

横長（アスペクト比４：１）大型パブリックディスプレイ （マルチ画面例）

http://www.nec-display.com/jp/
http://www.nec-display.com/global/
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環境配慮型製品（プロジェクター）

主な特長；
１．ランプ交換時間延長でランプ交換のコストと手間を軽減 （資源の有効活用）

ランプ交換時間（目安）5000時間に延長※ランプ交換時間を、従来機の4000時間から5000
時間に大幅延長※。
ランプ交換のコストと手間を軽減します。
※ ランプエコモードオン時。ランプエコモードオフで使用した場合は3500時間。

２．待機電力削減とクイックオフ
（待機電力：０．４９Ｗ、電源オフは０秒 無駄電力削減でＣＯ２削減）

スタンバイ時省電力0.49Wでエコロジーに貢献スタンバイ時のモードを「省電力」に設定した
時の消費電力はわずか0.49Wに低減されます。天吊設置で常設している場合などでも、少な
い消費電力で待機することが可能です。

クイックオフ（0秒）とダイレクトパワーオフで素早く片付けクイックオフにより、電源を切ると同
時に冷却ファンが止まるので、すぐに片付けることが可能です。さらに投写中にスイッチ付き
電源タップのスイッチやブレーカなどで電源を切ることができるダイレクトパワーオフも搭載し
ています。

３．二酸化炭素排出削減量（カーボンメーター）表示機能 （お客様に電力削減の見える化を実施）
二酸化炭素の排出量をビジュアルで確認できる、カーボンメータ エコモードに設定すること
で削減される消費電力を、CO2削減量に換算 して表示します。

＜プロジェクターの一例＞

当社は、製品を通じての社会全体の環境負荷低減に寄
与できるよう活動しています。本モデルは、その証として
本モデルは、プロジェクターとして、世界で始めてTCO
Projectors 1.0を取得しました。



環境配慮型製品（モニター）

＜モニターの一例＞

主な特長；

１．白色LEDバックライト採用を含む様々な環境負荷低減への取り組み
（水銀レス／ハロゲンフリー、資源循環（再生プラスチック採用）で環境対応）
バックライトに白色LEDを採用しました。消費電力の低減だけでなく、水銀を含まない製品と
して環境負荷の低減に寄与します。
また、従来白色系統への筐体には採用が難しかった再生プラスチックの採用、紙仕様の緩
衝材を採用、バイオプラスチック袋の採用など、添付品も含むハロゲンフリーを達成。環境負
荷の低減に大きく寄与します。

２．消費電力を大幅に削減する２段階ECOモード搭載 （省エネでＣＯ２削減）
輝度設定を通常の使用で支障のないレベルまで下げ、消費電力を削減するECOモードを搭
載。
国際エネルギースタープログラム5.0における測定基準の輝度のECOモード 1（初期設定：
約200cd/㎡ ）と、さらに輝度を下げたECOモード 2（約100cd/㎡）の2段階設定が可能です。
これにより、消費電力を大幅に削減することができます。
＜2段階ＥCOモードの消費電力比較＞
ECOモードOFF（最大輝度）時23WECOモード1設定時（削減率）17W（26%）ECOモード2設定
時（削減率）13W（43%） ※オーディオ非接続/USB非使用時の消費電力比較

３．オートブライトネス機能を搭載 （画像処理技術は当社のこだわり）
周囲の明るさを検出）し、測定結果と表示画面の状態により、画面の輝度を自動で調節。

暗い部屋での使用や、白領域の多い画面表示では輝度を自動的に下げることができ、眩し
さ防止と消費電力の低減につながります。
また、周囲の明るさによって自動的にパワーセーブモードに入る「オフモード機能」も併せて
搭載。消し忘れによる無駄な消費電力を抑制できます。

４．二酸化炭素排出削減量（カーボンメーター）表示機能
（お客様に電力削減の見える化を実施）
ECO MODEやパワーマネージメント機能動作によって削減されたと見なされる消費電力量
を、CO2の排出量に換算した値として積算表示できます。また地域に合わせた換算値の変
更、および電気料金表示も可能です。

当社は、製品を通じての社会全体の環境負荷低減に寄
与できるよう活動しています。本モデルは、その証として
NECトップランナー製品(エコシンボルスターとして認定さ
れています。



－10－

活動状況（プロジェクター製品活動）

200９年度 活動実績 ○：100％達成 △：80％以上達成 ×：未達成

2010年度 活動目標

２００９年度ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ製品の活動では、ほとんどの項目で目標を達成することが出来まし
たが、エコプラスチックの採用に関して、若干目標に達しませんでした。 引き続きエコプラ
スチック使用量の拡大に努めてまいります。
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活動状況（モニター製品活動）

2009年度 活動実績

2010年度 活動目標

２００９年度モニター製品の活動では、計画した事項すべての項目で目標を達成することが
出来ました。
２０１０年度は、更にプロジェクター製品と協調し環境影響物質削減（REACH規則完全施行
への対応も含む）活動も推進していきます。

○：100％達成 △：80％以上達成 ×：未達成
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活動状況報告（事業活動）

２００９年度事業活動では、計画した事項すべての項目で目標を達成することが出来
ました。
昨今、事業活動における省エネの要求事項はますます厳しさを増しつつあり、短期間
での大幅なエネルギー削減は難しい状況です。 そこで2009年度レベルを維持していく
ために、こまめな省エネルギー施策を実施してまいります。
資源循環に関しては、有価売却として有効利用する手段を拡大させることにより、廃
棄物排出量を減少させていく見込みです。

2009年度 活動実績

2010年度 活動目標

○：100％達成 △：80％以上達成 ×：未達成



トピックス 【プロジェクターがスウェーデンのＴＣＯ認証取得】

ＮＰ４１０ＮＰ２１５

＜認証モデル＞

＜ＴＣＯホームページ抜粋＞

プロジェクターとして、世界初！

※上記は、最初に認証されたモデルです。その後も順次認証を受けています。
なお、ＮＰ４１０というモデルは、日本国内では販売していませんが、
上位機種のNP６１０Ｊ、ＮＰ５１０Ｊ等でもＴＣＯの認証を受けています。＊１

＊１：本レポート発行時点
TCOは、スウェーデンの環境保護団体などが提唱し欧州で広く採用されている環境、エルゴノミクス、

省エネルギー、低周波電磁界、安全性など多岐にわたり対応していることを示す認証制度
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トピックス 【当社活動が2年連続でグループ内で表彰受賞】

ＮＥＣ ＣＳＲ ＡＷＡＲＤＳ＊１にて2年連続受賞＊2

グリーンビジョンWebサイトを開設し、生産性、TCOアピール、省エネルギー計算など、

グリーンコンセプト商品の優位性をお客様に理解していただけるようにした当社欧州販社

《NEC Display Solutions Europe GmbH （通称NECDS-E）》の活動が受賞。

2010年６月 受賞の模様

＊1前年度の環境経営推進の成果をあげた活動・プロジェクトを表彰する制度
今回は７部門が表彰の対象となった。

＊22009年度は、業界初のカーボンメータ搭載や、種々の省エネ機能搭載、エコプラスチッ
ク採用等の環境配慮型液晶モニタの開発活動が受賞。
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当社では、事業活動に起因するＣＯ２を削減するため、空調使用時間の短縮等、様々な活動を
推進してまいりました。 ２００９年度はこれまでで最低レベルのCO2換算量となりました。 今後
の活動は、この値をベースとして考えたいと考えています。

トピックス 【地球温暖化防止活動】

当社はチャレンジ２５キャンペーンにチャレンジャー登録し、地球温暖

化防止活動に勤めています。 （２０１０年2月登録）

本レポート発行時点でCOOLBIZや、
ライトダウンキャンペーンへの参加を
昨年度までと同様実施しています。

ＯＡ機器のエコ設定 天井灯の間引き

その他 実施している省エネ施策例

ライトダウンキャンペーン
でのＳＴＣ看板の消灯

冷房 28℃設定
ＳＴＣ、ＭＳ芝浦

※年間を通じた
冷房運転時間の
短縮も実施

COOL
BIZ
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当社は廃棄物の有効利用に勤めております。 当社が販売する製品の多くがお客様要望により
大型化する傾向があり、結果として評価機材等の残骸等（廃棄物として処分する際は産業廃棄物
に分類される）量も増えるため、これまで、産業廃棄物に区分されるものの有価売却（資源として再
利用）を図ってきました。 2010年度においては、これまで一般廃棄物として処分していたものの中
で、有価売却に処分変更できるものの比率を増大できる見込みです。

トピックス 【環境負荷低減活動（廃棄物削減）】

実施している廃棄物削減施策例

資源の有効活用の為、一
般廃棄物に区分された他
ものの有価売却への切り
替えを推進し、廃棄物とし
て処分する量を削減する
予定です。

食堂からの生ゴミ処理

ＳＴＣ食堂で発生する生ゴミは、生ゴミ処理機に
より全てコンポスト化しています。
コンポストはＳＴＣ近郊の方々へ無償で提供し
たり、ＳＴＣ緑化用の肥料として消費しています。

廃棄物の分別

ＳＴＣの各階ダストルーム（廃棄物置き場）へ各人が
分別して廃棄します。分別方法などをダストルームに
表示し、一般廃棄物リサイクル率の向上を図ってい
ます。

ＳＴＣ売店でのレジ袋を「ＥＣＯバック」にし、
使用後メールで返却してビニール袋の削減
を図っています。（年間約20、000枚）

ＥＣＯバック

2010年度から、お菓子等の包装
も分類するようにしました・。
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トピックス 【環境コンプライアンス遵守状況/教育訓練活動】

環境コンプライアンス遵守状況（法令遵守）

２００９年度は特に問題ありませんでした。
当社では、定期的に独自の環境関連法規制の遵守状況を確認しています。
またＮＥＣグループ内の環境経営監査や、遵法監査の受審やNECグループ全従業員
対象の教育を実施し、環境上のコンプライアンスに問題が出ないようにしています。

教育訓練活動

２００９年度予定していた教育訓練（従業員雇い入れ時の基本教育等）は、すべて実施
しました。 受講結果についても、特に問題ありません。 今後も必要な教育訓練はす
べて実施し、環境負荷の改善に役立てます。
なお、NECグループでは、全従業員をエコ・エクセレンス＊１にすることを目標に掲げて
おり、毎年「環境意識調査」としてその度合を調査しています。 当社は２００９年度全従
業員の９９％がエコ・エクセレンスと判定されました（NECグループ目標は７０％）。
エコ・エクセレンスの増大（維持）も含めた、環境経営の充実には、従業員の環境意識
向上が、もっとも重要な要素だと当社は考えています。 今後も引き続き環境意識向上
を図っていくようにします。

参加率は
2008年度以降１００％

エコ・
エクセレンス

エコ・
インテリジェンス

環境知識
高い

低い

低い

個人行動
高い

5656％％

26％

６％

12％

エコ・
プレイヤー

エコ・
イグノランス

２００８年度

エコ ・
エクセレンスエコ・

インテリジェンス

環境知識
高い

低い

低い

個人行動
高い

９９％９９％１％

エコ ・
プレイヤー

エコ・
イグノランス

２００９年度

＊１環境経営を推進するための十分な環境知識を持ち合わせ、業務において環境に
配慮した行動がとれる人
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トピックス 【地域貢献活動（ケナフ栽培活動）】

１９９８年から実施しているＳＴＣ近隣の上大井小学校と共同のケナフ活動も１０年を経過し
ました。 本活動は、上大井小学校の総合学習にも組み入れられており、ケナフという植
物生育を通じて、環境管理の重要性を子供たちが学ぶ機会となっています。
２０１０年度も上大井小学校５年生（８２名）と共に、ＳＴＣでの種まきからケナフ学習会を経
て、刈り取り（１１月予定）、そして、紙すき(２月予定）を行います。
なお、ＳＴＣではケナフを栽培する上で、栽培地を固定化する等、敷地外へケナフが広がら
ないよう工夫をしています。

ケナフを使った製品
（ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ《外装》、炭、
紙（入場証、卒業証書など） 等）

ケナフ学習会
（ケナフをきっかけとして、環境問題の学習）

ケナフ種まき ケナフ製品贈答

ケナフ刈り取り

紙すき



－19－

トピックス 【地域貢献活動（クリーンキャンペーン）】

当社は地域貢献の一環として、ＳＴＣ近辺のクリーンキャンペーン（自治体主催活
動への参加《２００９年度は雨天中止》、および当社主催の実施）を推進しています。
今後も継続し地域に貢献してまいります。

10月に
回収したゴミ約３０ｋｇ

６月に
回収したゴミ約４0ｋｇ

３月に
回収したゴミ約６０ｋｇ

２００９年度の実施状況

・６月にＳＴＣ従業員（６６名）のみで、ＳＴＣ周辺の清掃活動を実施。

・１０月に近隣の大井高校との合同で、ＳＴＣ及び大井高校近辺の清掃活動
を実施（ＳＴＣ従業員６５名、大井高校から１４０名参加）。

・ ３月に大井高校との合同で、ＳＴＣ及び大井高校近辺の清掃活動を実施
（ＳＴＣ従業員５０名、大井高校から４０名参加）。
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参考 【ＳＴＣ環境負荷マスバランス等】

【廃棄物リサイクル内訳】
一般廃棄物
古紙・MIX紙 ：１５．５t  (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
ダンボール ：１９．６t(ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
汚 泥 ：１９．４ｔ (ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
一般ゴミ ： ５．３t(ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）

産業廃棄物
廃プラスチック ：１３．１t(ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）
金属屑 ：１４．３t(ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
硝子屑 ： ０．４t(ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）
木屑 ： ８．６t(ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）

電気３．７９４MＷｈ
（ 4，１５9MＷｈ)

ガス 268ｋ㎥
（ 258ｋ㎥ ）

水 ２１．８ｋ㎥
（２４．７ｋ㎥）

化学物質 ２．７ｔ
（ ３．1ｔ）

紙 ５．２ｔ
（7.7ｔ）

開発・設計

製品評価

事務･販売等

ＣＯ２ ２，１５０ｔ
(２，４０３ｔ）

排水 １８．４ｋ㎥
（ 1９．５ｋ㎥ ）

一般廃棄物 72.8ｔ
（ ５９．８ｔ）

産業廃棄物 ２０．９ｔ
（ ３５．４ｔ）

OUTPUTINPUT

事業活動

※（ ）内は2008年度

ＳＴＣでのマスバランスを示します。 当社は国内で生産を行っていないため、全般
に量は少なめで、毎年漸減傾向にあります。

【化学物質内訳】
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